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論 文 内 容 の 要 旨
著者は脳腫癌におけるアイソ トー プの摂取様式とその組織像, 特に塵癌の悪性度との関係を見るため脳




1) 核酸分画のカウン Tl比が組織の悪性度に最もよく一致し, 酸可溶性分画のカウント比がこれに次ぐ
が, 比活性度も大体組織の悪性度に一致した｡
2) 本実験の方法では M eningiom a や G liom a 等と Schw annom a, Pituitary adenom a 等と相互
に比較するのは適当でないが, 同一種類の G liom a とか M eningi om a 群の中ではアイソ トー プ摂取量は
組織の悪性度所見とよく一致する｡
3) P 32 摂取量の上から, カウント比, 比活性皮, 比活性度率等を基準とし, 明らかに悪性である
G lioblastom a や良性である A strocytom a 等に対し, 悪性度が充分明らかでないいくつかの鷹揚を対比









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は脳腫疾患者につき産湯のアイソト- プ P 32 摂取様式とその組織像とくに組織学的悪性度との関






なお P 32 摂取量と腰痛組織の細胞密度や血管の多少との問には一定の関係を見出しえなかった｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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